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1. はじめに 

近年，電子図書館が注目を集めているが，キー

ワードを主体として本を探しているため，実際の

本が並ぶ図書館のように本棚を歩きまわって本を

探し出す，いわゆるブラウジングを行うことが出

来ない．ブラウジングは，関心のある内容が曖昧

でも本を探せるという利点がある．これを電子図

書館上で実現することによって，本が探しやすく

なる．本研究は，本棚の整理に用いられる図書館

分類で関心のある内容に近い本を探し，トピック

マップを用いて可視化することで電子図書館上に，

ブラウジングの利点を実現することを目指す． 

 

2. 図書館分類法の特徴と利点 

図書館分類の特徴の一つは，用途ごとに分けら

れていることである．例えば，キーワードを

Javascript で検索した場合の分類の例を図 1 に示す．

図書館分類の一つである日本十進分類法 [1] (以

下 NDC とする)の分類番号を左側，検索された本

のタイトルを右側に表す． 

 

 

 

 

 

図 1. NDC の例[2] 

 

図 1 の例では，007.6 はプログラミング，547.48

はクライアントサーバーシステム，694.6 はスマ

ートフォン，798.5 はコンピューターゲームを表

す分類番号である．このことから，同じ Javascript

の本でも用途が違うことがわかる．この分類番号

があるため，例えば，利用者がゲームを作る目的

で，Javascript の本を探す場合に，同じ 798.5 の 

 

 

分類番号を持った異なる本が見つかるといった利

点がある(図 2)． 

 

 

 

 

図 2. 798.5 の例[2] 

 

 したがって，図 2のように，直接キーワードで

調べなくても，図書館分類に沿って本棚に本が並

べられているおかげで，利用者の関心のある内容

の本を見つけることが出来る． 

 しかし，逆に Web上で図書館分類を用いて本を

探す場合には，分類番号の入力が必要となるので，

図書館に詳しくない利用者が使用するのは困難で

ある． 

 

3. トピックマップ 

トピックマップ[3]は，利用者のもつ概念体系に

合わせて情報を分類，整理するための国際規格

(ISO/IEC 13250)であり，情報の見つけやすさに

重点を置いている． 

トピックマップの構成要素は，主題を表現する

「トピック」，主題間の関係を表す「関連」，主

題と主題に関連する情報リソースを結びつける

「出現」の 3つからなる． 
 

4. 関連研究 

本研究に類似した研究として 2つ挙げる． 

1 つ目は，國岡ら[4]が，論文検索において，調

査対象に関する知識を十分に持たない利用者を支

援するシステムを提案している．國岡らのシステ

ムでは，調査対象に関係するシソーラスなどの知

識を図として可視化することで，論文検索の支援

を行っている． 

2 つ目は，常川ら[5]が，NDC を用いた，読書傾

向が似ているユーザー発見手法を提案している．

類似の読書傾向を持つ読者を発見する手法とし

て，”NDC ツリープロファイリング”を提案してい

る．この手法で生成されるユーザー同士のプロフ

ァイルを比較することで，読書傾向の類似したユ

ーザーを発見する．  
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5. 提案手法 

本研究は，利用者が関心のある本を探す支援手

法を提案する．図 2 の例から，図書館では図書館

分類によりブラウジングが実現できている．そこ

で，本手法では図書館分類を用いて情報を集め，

利用者に提示することでブラウジングの利点の実

現を目指す．本に関する情報は書誌情報であり，

書名，ISBN，NDC の分類番号である． 

提案手法の流れは以下の通りである． 

 

① 利用者がキーワードを入力する． 

② 本システムがキーワードに該当する本を収集

する(タイトルの部分一致) 

③ キーワードを用いて収集した本と同じ分類番

号を持つ本も収集する 

④ コサイン類似度を用いてフィルタリングを行

う(フィルターの閾値は可変) 

⑤ フィルタリングされた情報からトピックマッ

プを生成し，表示する． 

 

5.1. トピックマップの使用方法 

トピックマップの要素を以下のように定義する． 

 

中心ノード : 利用者が入力したキーワード 

（トピック） 

分類ノード  : NDC（トピック） 

本ノード    : 収集された本（出現） 

 

5. 2. コサイン類似度 

コサイン類似度とは，ベクトル空間モデルにお

いて，文書同士を比較する際に用いられる類似度

計算手法である．文章ベクトル x，y があるとき，

次で求められる． 

cos(x, y) =
𝑥 ∙ y

|𝑥| × |y|
 

 

本手法では，Mecab[6]で形態素解析を行い，名

詞だけを抽出したものを文章ベクトルとする． 

 

6. 実験 

提案手法を基に実験システムを実装し，被験者

に利用してもらい，インタビューすることで評価

する．開発環境等は以下の通りである． 

 

・Java（システム開発言語） 

・TouchGraph[7]（トピックマップの描画処理） 

・Selenium[8]（検索後に OPAC への誘導処理） 

・日本十進分類表[9] 

・芝浦工業大学の OPAC データの一部[2] （書誌 

情報） 

システム構成を，図 3 に示す．利用者は，キーワ

ード入力や分類ノード・本ノードをクリックする

ことで，OPAC の詳細情報を見ることが出来る． 

 

 
図 3. 実験システムの構成図 

 

実験方法としては，利用者に予め，インタビュ

ーを行い，図書館の利用経験，専門分野，興味が

ある分野を聞き，その後，実験システムを利用し

て，被験者の専門分野ではない興味がある本を探

してもらう．本研究は，ユーザービリティーの影

響を受けなくするために，システムの操作等は筆

者が行い，被験者には出力結果のみを提示する． 

 

7. 現状 

システムの実装は終了し，予備実験として利用

してみたが，以下の問題がある． 

 

① 出力されるノード数が多すぎる． 

② ノードの位置が密集してしまっている． 

 

①の原因は，コサイン類似度で算出した値の同じ

本が膨大な数得られることにある．②の原因は，

TouchGraph のノードの座標算出アルゴリズムによ

るもの影響もあると考えられる． 
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